
［成果情報名］ 温室メロンの未利用部位は、γ-アミノ酪酸（GABA）・抗酸化成分を多く含有する 

［要 約］ 温室メロンの未利用部位である胎座は、可食部位である果肉と比較して、

ストレスの緩和・血圧上昇を抑える機能を有すγ-アミノ酪酸（GABA）・

生活習慣病効果が期待できる抗酸化物質を多く含有した。 
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［背景・ねらい］ 

温室メロンの生産現場からは、夏場に多く発生する割れ果実の有効利用や、未利用部

位である胎座（種周りの部位）の機能性を活かした商品開発が切望されている。しかしな

がら、この部位に含まれる機能性成分に関する基礎的な知見がない。 

そこで、本研究は、未利用部位を活用した新商品開発に資するため、胎座の機能性成

分の特性を解明した。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１ 温室メロンの胎座は（図１）、可食部位である果肉と比較し、ストレスの緩和・血圧

上昇を抑える機能を有するγ-アミノ酪酸（GABA）濃度が約２倍高かった (図２)。 

２ GABA 合成に関連するアミノ酸の内、アスパラギン酸及びアラニンの濃度は、それぞ

れ約４及び 10 倍高かった（図２）。 

３ 胎座は、抗酸化成分である総ポリフェノール（図３）・ビタミン C 濃度も高く、抗酸

化能（H-ORAC 値および DPPH 活性）も高かった（図４）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１ 供した温室メロンは、夏作のやや硬い果実である（割れ果実ではない）。 

２ 本成果の一部は、本県内の主要農産物や在来作物等の機能性情報を集約した「農林水

産物のデータベース」（http://www.fsc-shizuoka.com/）に掲載した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



［具体的データ］  
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図２ 温室メロンの果肉・胎座における 

γ-アミノ酪酸（GABA）・関連アミノ酸濃度の比較  

各区は、12 反復の平均値±標準偏差を示す。 

✳✳は、1%水準で有意な差が認められた（Student’s t 検定、両側）。 

図３ 温室メロンの果肉・胎座における 

総ポリフェノール（PP）濃度の比較 

各区は、12 反復の平均値±標準偏差を示す。 

✳✳は、1%水準で有意な差が認められた（Student’s t 検

定、両側）。 

図４ 温室メロンの果肉・胎座における 

抗酸化能の比較 

各区は、12 反復の平均値±標準偏差を示す。 

✳✳は、1%水準で有意な差が認められた（Welch’s t 検定、両側）。 
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図１ 温室メロンの胎座部分 
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